
１

次の各問に答えよ。ただし，答は結果のみを解答欄に記入せよ。

 の二人がそれぞれ二枚の硬貨を持って同時に投げ，表の出た枚数の多い方を

勝ちとする。勝負がつかないときは再び硬貨投げを繰り返し，どちらから勝つまで

続けるとする。ただし，どの硬貨も表の出る確率は



とする。

 回の硬貨投げでが勝つ確率を求めよ。

 回の硬貨投げで勝負がつかない確率を求めよ。

 回目の硬貨投げでが勝つ確率を求めよ。ただし，は正の整数とする。

 硬貨を投げの回数が回以下で勝負がつく確率を求めよ。ただし，は

正の整数とする。

 三角形は辺の長さが  の正三角形である。辺をに内分する

点を，をに内分する点をとし，線分，の交点をとする。

また，，とする。

 となる実数を求めよ。

 線分の長さを求めよ。

 線分の長さを求めよ。

 とおく。を求めよ。

【解答】

 の表の枚数が枚，の表の枚数が枚となる確率を  と書くことにする。

 回投げてが勝つ確率  は

  


 



･  ･




･







，  



 



･



 







，

    ･



･



･



 







の総和なので，  

















 回投げて引き分けとなる確率  は

  


 



･



 







，    ･




･



･  ･




･







，

  


 



･



 







の総和なので、  

















【別解】    



に注意すると      









 回目にが勝つと言うことは回引き分けで回目にが勝てば

よいので求める確率  は，  
 

 ･  




 

 




 回目投げて勝負がつかない確率は 
 



 



であり，求める確率は

この余事象の確率なので，


 




【別解】回目にまたはが勝つ確率は  なので、求める確率は


 



   


  




 

 







･




 












 




２

自然数に対して，正の整数    を


       

により定める。ただし，上の式を満たす整数    がただ一組に限ることは使用して

よいとする。次の問いに答えよ。

    および    を求めよ。

      を    を用いて表せ。

 任意のについて，  をで割ると余ることを示せ。

 任意のについて，  をで割った余りとをで割ったあまりは等しいことを

示せ。

【解答】


        …①

 の時、①は      

   は整数で は無理数なので    

の時、①は     


    

   は整数で は無理数なので    

        
    


         

        

         は整数で は無理数なので


      …②

     …③

    を示す。

 の時。

   より成立。

の時。

   を仮定する。②より

      ･ 

よりの時も成立。

とと数学的帰納法により題意成立。

    を示す。

 の時

 より、    で成立。

の時

   で成立。

の時

       と  より成立。

の時。

   を仮定する。の結果より、    と③より

       

よりの時も成立。

～と数学的帰納法により題意成立。
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次の各問に答えよ。ただし、答は結果のみを解答欄に記入せよ。

      で











であるとき，の値を求めよ。

 不等式
 

 
   








  を満たすの範囲を求めよ。

 つの行列 
 

 
， 

 

 
がある。次の問に答えよ。

 行列の逆行列  を求めよ。

   となる行列を求めよ。

  を求めよ。ただし，は自然数とする。

【解答】

      より、であり，はにならないので

 より  


 
，  より  



 
，

 より  


 
となる。












        

よって  であり，ゆえ


 

 
 




と






 




より

与式
 









 




…①

ア の時。①の左辺，①の右辺より不適。

イ 



の時。




と  より

① 






 







   



…②

ところが， 



と  より②の左辺なので

②は常に不成立。よって不適

ウ



の時。 




と  より

①の左辺，①の右辺が常に成り立つので、適。

以上より、







  


   
 

 
 
 

 

  より

   
 

   
 

   
 

 
 
 

 



  
 

     

 
 

   
 

   
 

 
 

   

     

４

次の各問に答えよ。ただし、答は結果のみを解答欄に記入せよ。

    



 



を満たす関数 を求めよ。

 放物線  と直線で囲まれた部分を  とする。

また、放物線  と直線で囲まれた部分を  とする。

ただし、はを満たす実数とする。次の問に答えよ、

  を軸のまわりに回転してできる回転体の体積  を求めよ。

  を軸のまわりに回転してできる回転体の体積  を求めよ。

    の最大値を求めよ。

【解答】

  



 



とおく。  となる。





とおくと、で

  




 



 

であり

 




   




   
 




 



 






よって、 




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【講評】
期月日実施と出題分野はすべて同じで，問題のレベルも期と同様すべて

基本から標準の設定となっている。

期を受験した学生にとって非常に対応し易いセットとなっている。

入試終了後、できなかった問題を解き直しておくということは必須作業であり

その積み重ねが他大の受験昭和の期においてもにも役に立つと言うことは言う

までもない。

期同様 正規合格には少なくとも％前後の得点率が要求される。

なお、講習会『昭和大学医学部 期』月日～月日実施

では２と同様な証明問題を扱っている。
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